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【国際特許分類】
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【手続補正書】
【提出日】平成31年2月13日(2019.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
臭素化合物を含有する固体廃棄物から臭素を回収するための方法であって、前記方法が、
　前記臭素化合物を含有する前記固体廃棄物を提供するステップ；
　固体水酸化カルシウムの供給を提供するステップ；
　前記固体廃棄物及び前記固体水酸化カルシウムを混合し、これによりそれらの混合物を
形成するステップ；
　化学的還元性非酸化性環境下で前記混合物を加熱して、固体臭化カルシウムを含む加熱
生成物を形成するステップ；及び
　前記加熱生成物を処理して、臭素を形成するステップ
を含む、方法。
【請求項２】
前記方法が、前記提供される固体廃棄物の臭素化合物中に含まれる臭素の量と化学量論的
に等価量の前記固体水酸化カルシウムを供給するステップを含む、請求項１に記載の方法
。
【請求項３】
前記加熱するステップが、約４００℃～約８００℃の範囲の動作温度で実施される、請求
項１～２のいずれか一項に記載の方法。
【請求項４】
前記加熱するステップが、約１０．１３ｋＰａ（０．１気圧（ａｔｍ）、７６．０ｍｍＨ
ｇ）～約２０２．６５ｋＰａ（２気圧（ａｔｍ）、１５２０ｍｍＨｇ）の範囲の動作圧力
で実施される、請求項１～３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
前記加熱するステップが、前記加熱するステップの始めから終わりまで、前記加熱混合物
及びそれにより形成される前記加熱生成物を強制的に伝達及び移動するステップを含む、
請求項１～４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
前記加熱するステップが、約２０分間（ｍｉｎ）～約６０分間（ｍｉｎ）の範囲の化学反
応滞留時間で実施される、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】



(2) JP 2018-507837 A5 2019.3.28

前記処理するステップが、固体臭化カルシウムの前記加熱生成物を水に溶解し、これによ
り臭化カルシウムの水溶液を形成するステップを含む、請求項１～６のいずれか一項に記
載の方法。
【請求項８】
前記処理するステップが、酸素の存在下で固体臭化カルシウムの前記加熱生成物を加熱し
、これにより固体酸化カルシウム及び気体臭素を形成するステップを含む、請求項１～７
のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
前記方法が、プロセス制御／データ情報処理ユニットを介して、前記固体廃棄物を提供す
る前記ステップ、固体水酸化カルシウムの前記供給を提供する前記ステップ、前記混合す
るステップ、及び前記加熱するステップの動作を制御し、これらのステップに関連するデ
ータ情報を処理するステップをさらに含む、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１０】
前記混合するステップが、それにより形成される前記混合物が粉末状になるように実施さ
れる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
前記加熱するステップが、それにより形成されるガスを除去するステップを含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項１２】
前記強制的に伝達及び移動するステップが、強制物質伝達装置を使用して実施される、請
求項５に記載の方法。
【請求項１３】
臭素化合物を含有する固体廃棄物から固体臭化カルシウムを製造するための方法であって
、前記方法が、
　前記臭素化合物を含有する前記固体廃棄物を提供するステップ；
　固体水酸化カルシウムの供給を提供するステップ；
　前記固体廃棄物及び前記固体水酸化カルシウムを混合し、これによりそれらの混合物を
形成するステップ；及び
　化学的還元性非酸化性環境下で前記混合物を加熱して、固体臭化カルシウムを形成する
ステップ
を含む、方法。
【請求項１４】
前記方法が、前記提供される固体廃棄物の臭素化合物中に含まれる臭素の量と化学量論的
に等価量の前記固体水酸化カルシウムを供給するステップを含む、請求項１３に記載の方
法。
【請求項１５】
前記加熱するステップが、約４００℃～約８００℃の範囲の動作温度で実施される、請求
項１３～１４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１６】
前記加熱するステップが、約１０．１３ｋＰａ（０．１気圧（ａｔｍ）、７６．０ｍｍＨ
ｇ）～約２０２．６５ｋＰａ（２気圧（ａｔｍ）、１５２０ｍｍＨｇ）の範囲の動作圧力
で実施される、請求項１３～１５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１７】
前記加熱するステップが、前記加熱するステップの始めから終わりまで、前記加熱混合物
を強制的に伝達及び移動するステップを含む、請求項１３～１６のいずれか一項に記載の
方法。
【請求項１８】
前記方法が、プロセス制御／データ情報処理ユニットを介して、前記固体廃棄物を提供す
る前記ステップ、固体水酸化カルシウムの前記供給を提供する前記ステップ、前記混合す
るステップ、及び前記加熱するステップの動作を制御し、これらのステップに関連するデ
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ータ情報を処理するステップをさらに含む、請求項１３～１７のいずれか一項に記載の方
法。
【請求項１９】
前記加熱するステップが、約２０分間（ｍｉｎ）～約６０分間（ｍｉｎ）の範囲の化学反
応滞留時間で実施される、請求項１３に記載の方法。
【請求項２０】
臭素化合物を含有する固体廃棄物から臭素を回収するためのシステムであって、前記シス
テムが、
　前記固体廃棄物を受け入れ収容するための、固体廃棄物投入ユニット；
　前記固体廃棄物に固体水酸化カルシウムを供給するための、固体水酸化カルシウム供給
ユニット；
　混合ユニットであって、前記固体廃棄物投入ユニット及び前記固体水酸化カルシウム供
給ユニットに動作可能に接続されており、前記固体廃棄物及び前記固体水酸化カルシウム
を混合するためのものであり、ここでそれらの混合物が形成される、混合ユニット；
　加熱ユニットであって、前記混合ユニットに動作可能に接続されており、化学的還元性
非酸化性環境下で前記混合物を加熱するためのものであり、ここで固体臭化カルシウムを
含む加熱生成物が形成される、加熱ユニット；及び
　化学的処理ユニットであって、前記加熱ユニットに動作可能に接続されており、前記加
熱生成物を処理するためのものであり、ここで臭素が形成される、化学的処理ユニット
を含む、システム。
【請求項２１】
前記固体水酸化カルシウム供給ユニットが、前記提供される固体廃棄物の臭素化合物中に
含まれる臭素の量と化学量論的に等価量の前記固体水酸化カルシウムを供給するように構
成される、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２２】
前記混合ユニットが混合装置を含み、前記混合装置が前記固体廃棄物及び前記固体水酸化
カルシウムを混合するように構成され、混合により形成される前記混合物が粉末状である
、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２３】
前記加熱ユニットが、前記混合物を約４００℃～約８００℃の範囲の動作温度で加熱する
ように構成される、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２４】
前記加熱ユニットが、約１０．１３ｋＰａ（０．１気圧（ａｔｍ）、７６．０ｍｍＨｇ）
～約２０２．６５ｋＰａ（２気圧（ａｔｍ）、１５２０ｍｍＨｇ）の範囲の動作圧力で前
記混合物を加熱するように構成される、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２５】
前記加熱ユニットが、前記混合物の加熱の間に形成されるガスを除去するように構成され
る、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２６】
前記加熱ユニットが加熱装置を含み、前記加熱装置が、前記加熱の間に、前記加熱装置を
通して、前記混合物、及びそれにより形成される前記加熱生成物を、強制的に伝達及び移
動するように構成される、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２７】
臭素化合物を含有する固体廃棄物から固体臭化カルシウムを製造するためのシステムであ
って、前記システムが、
　前記固体廃棄物を受け入れ収容するための、固体廃棄物投入ユニット；
　固体水酸化カルシウムを前記固体廃棄物に供給するための、固体水酸化カルシウム供給
ユニット；
　混合ユニットであって、前記固体廃棄物投入ユニット及び前記固体水酸化カルシウム供
給ユニットに動作可能に接続されており、前記固体廃棄物及び前記固体水酸化カルシウム
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を混合するためのものであり、ここでそれらの混合物が形成される、混合ユニット；及び
　加熱ユニットであって、化学的還元性非酸化性環境下で前記混合物を加熱するためのも
のであり、ここで固体臭化カルシウムが形成される、加熱ユニット
を含む、システム。
【請求項２８】
前記固体水酸化カルシウム供給ユニットが、前記提供される固体廃棄物の臭素化合物中に
含まれる臭素の量と化学量論的に等価量の前記固体水酸化カルシウムを供給するように構
成される、請求項２７に記載のシステム。
【請求項２９】
前記混合ユニットが混合装置を含み、前記混合装置が前記固体廃棄物及び前記固体水酸化
カルシウムを混合するように構成され、混合により形成される前記混合物が粉末状である
、請求項２７に記載のシステム。
【請求項３０】
前記加熱ユニットが、前記混合物を約４００℃～約８００℃の範囲の動作温度で加熱する
ように構成される、請求項２７に記載のシステム。
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